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▼
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦

日く
さ
下か　
善よ

し
則の

り
氏
（
南
岡
）

吉よ
し
水み

ず
ひ
ろ
み
氏
（
後
沖
）

○
任
期　
平
成
27
年
７
月
１
日
～

平
成
30
年
６
月
30
日

　
第
３
７
５
回
定
例
会
は
２
月
19
日
に
招
集
さ
れ
、
市
長
提
出
議
案
が
39
件
、
議
員
提
出
議
案
が
４

件
あ
わ
せ
て
43
件
の
議
案
を
審
議
し
ま
し
た
。

　
そ
の
う
ち
新
年
度
予
算
に
つ
い
て
は
、
予
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
条
例
議
案
に
つ
い
て

は
、所
管
の
常
任
委
員
会
に
そ
れ
ぞ
れ
付
託
し
ま
し
た
。
上
程
さ
れ
た
議
案
は
、慎
重
に
審
議
さ
れ
、

26
日
間
の
会
期
を
経
て
３
月
16
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

定例会
第375回

新
年
度
予
算
議
案
な
ど

43
議
案
を
審
議
し
ま
し
た

　
国
の
関
係
機
関
へ
次
の
意
見
書

を
提
出
し
ま
し
た
。

▼
後
期
高
齢
者
の
保
険
料
軽
減
特

例
措
置
に
関
す
る
意
見
書

▼
米
価
下
落
等
に
関
す
る
意
見
書

▼
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
を
含
む
人
種

及
び
社
会
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
へ

の
差
別
を
禁
止
す
る
法
整
備
を
求

め
る
意
見
書

の
提
出

見
書

意

◎
第
２
日
（
２
月
27
日
）

　
初
日
に
提
案
さ
れ
た
34
議
案
に

対
し
、
八
島
定
雄
議
員
、
湯
村
勇

議
員
、
日
下
七
郎
議
員
の
３
人
が

質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

　
上
程
さ
れ
た
議
案
の
う
ち
、
条

例
関
係
８
議
案
は
各
常
任
委
員
会

に
付
託
し
、
平
成
27
年
度
各
種
会

計
予
算
関
係
８
議
案
に
つ
い
て
は
、

予
算
審
査
特
別
委
員
会
（
伊
藤
善

昭
委
員
長
、
小
湊
毅
副
委
員
長
）

を
設
置
し
、
付
託
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
湯
村
勇
議
員
か
ら
通

告
の
あ
っ
た
賑
わ
い
の
交
流
拠
点

施
設
（
道
の
駅
）
整
備
事
業
に
つ

い
て
、
自
由
討
議
を
行
い
ま
し
た
。

◎
第
３
日
（
３
月
３
日
）

　
第
２
日
に
行
わ
れ
た
質
疑
・
自

◎
第
１
日
（
２
月
19
日
）

　
会
期
を
３
月
16
日
ま
で
の
26
日

間
と
決
定
し
た
後
、
東
根
財
産
区

管
理
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
提
案

理
由
の
説
明
が
あ
り
、
審
議
の
結

果
、
原
案
の
と
お
り
同
意
し
ま
し

た
。

　
次
に
、
人
権
擁
護
委
員
の
候
補

者
の
推
薦
に
つ
い
て
提
案
理
由
の

説
明
が
あ
り
、
審
議
の
結
果
、
原

案
の
と
お
り
適
任
の
答
申
を
す
る

こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
平
成
26
年
度
各
種
会

計
補
正
予
算
の
ほ
か
、
平
成
27
年

度
角
田
市
予
算
案
及
び
施
政
方
針

に
関
す
る
説
明
等
が
あ
り
ま
し
た
。

本
会
議

主
な
補
正
予
算
の
概
要

▼
平
成
28
年
度
公
立
中
学
校
使
用

「
歴
史
・
公
民
教
科
書
」
の
採
択

に
関
す
る
陳
情

　
多
賀
城
市
丸
山
一
丁
目
13
―
29

　
新
し
い
歴
史
教
科
書
を
つ
く
る

　
会
宮
城
県
支
部

支
部
長　
饗　
庭　
道　
弘

▼
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運

営
に
関
す
る
法
律
の
改
正
に
伴
う

の
処
理

陳
情

▼
平
成
26
年
度
一
般
会
計
（
第
８

号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
３
億
９
，
０
６
８
万
６
千

円
を
減
額
補
正
す
る
と
と
も
に
、

繰
越
明
許
費
、
債
務
負
担
行
為
及

び
地
方
債
の
補
正
を
行
う
も
の
で

す
。

　
歳
入
の
主
な
も
の
は
、
放
射
線

量
低
減
対
策
特
別
緊
急
事
業
費
補

助
金
の
減
で
、
歳
出
の
減
額
の
主

な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
住
社
橋
橋
り
ょ
う
整
備
事
業

・
放
射
線
対
策
事
業

▼
平
成
26
年
度
一
般
会
計
（
第
９

号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ

ぞ
れ
７
億
１
，
５
８
６
万
８
千
円

の
追
加
補
正
す
る
と
と
も
に
、
繰

越
明
許
費
及
び
地
方
債
の
補
正
を

行
う
も
の
で
す
。

※

は
新
任　

は
再
任

▼
東
根
財
産
区
管
理
委
員
の
選
任

阿あ

部べ　
　
實

み
の
る
氏
（
坂
津
田
上
・
中
）

大お
お
槻つ

き　
一い

ち
郎ろ

う
氏
（
坂
津
田
下
）

菊き
く

地ち　
保や

す
次じ

氏
（
平
貫
上
）

長は

谷せ

川が
わ
憲の

り
夫お

氏
（
平
貫
下
）

遠え
ん
藤ど

う　
秋あ

き
雄お

氏
（
東
小
坂
）

遠え
ん
藤ど

う　
孝こ

う
二じ

氏
（
西
小
坂
）

三み

品し
な　
雅ま

さ
英ひ

で
氏
（
鳩
原
）

○
任
期　
平
成
27
年
４
月
１
日
～

平
成
31
年
３
月
31
日

由
討
議
を
受
け
、
賑
わ
い
の
交
流

拠
点
施
設
整
備
事
業
に
つ
い
て

『
計
画
ど
お
り
実
施
す
る
に
あ
た

り
、審
議
時
間
が
不
十
分
で
あ
る
』

と
判
断
し
た
た
め
、
平
成
27
年
度

角
田
市
一
般
会
計
予
算
の
議
案
訂

正
の
申
し
出
が
あ
り
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　
次
に
、
角
田
市
行
政
手
続
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て
な
ど
11
議

案
に
つ
い
て
、
討
論
、
表
決
を
行

い
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可

決
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
平
成
26
年
度
角
田
市

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
８
号
）

な
ど
６
議
案
に
つ
い
て
、
討
論
、

表
決
を
行
い
、
い
ず
れ
も
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
角
田
市
道
路
線
の
認

▼
教
育
長
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等

及
び
職
務
に
専
念
す
る
義
務
の
特

例
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
　
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運

営
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
が
公
布
さ
れ
た
こ
と
に

人
事
案
件

条
例
の
制
定

▼
教
育
長
の
給
与
、
勤
務
時
間
等

に
関
す
る
条
例
の
廃
止
に
つ
い
て

　
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運

営
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正

条
例
の
廃
止

定
に
つ
い
て
、
討
論
、
表
決
を
行

い
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し

た
。

◎
第
４
日
（
３
月
12
日
）

一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
５
人
の
議

員
が
市
政
全
般
に
つ
い
て
質
問
を

行
い
ま
し
た
。

（
６
～
８
ペ
ー
ジ
参
照
）

◎
第
５
日
（
３
月
16
日
）

　
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
８

議
案
に
つ
い
て
、
総
務
財
政
・
教

育
厚
生
常
任
委
員
会
委
員
長
か
ら

審
査
の
経
過
及
び
結
果
が
報
告
さ

れ
、
質
疑
、
討
論
、
表
決
を
行
い
、

い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
し

ま
し
た
。

　
次
に
、
予
算
審
査
特
別
委
員
会

に
付
託
さ
れ
た
新
年
度
予
算
案
に

つ
い
て
審
議
し
、
い
ず
れ
も
原
案

の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
次
に
、
角
田
市
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
等
対
策
行
動
計
画
に
つ
い

て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
特
別
職
の
職
員
で
非

常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁

償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て
な
ど
３
議
案
に
つ
い
て
提

案
理
由
の
説
明
が
あ
り
、
質
疑
、

　
歳
入
の
主
な
も
の
は
、
国
の
平

成
26
年
度
補
正
予
算
で
措
置
さ
れ

た
地
域
活
性
化
・
地
域
住
民
生
活

等
緊
急
支
援
交
付
金
に
伴
う
国
庫

支
出
金
の
追
加
で
、
歳
出
の
主
な

も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
地
方
創
生
先
行
型
事
業

・
地
域
消
費
喚
起
・
生
活
支
援
型

事
業

・
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業

▼
平
成
27
年
度
一
般
会
計
（
第
１

号
）

　
平
成
27
年
度
一
般
会
計
予
算
で

見
込
ん
で
い
た
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
整
備
事
業
に
係
る
国
庫
補
助

金
が
、
国
の
平
成
26
年
度
補
正
予

算
で
措
置
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
債

務
負
担
行
為
及
び
地
方
債
の
補
正

を
行
う
も
の
で
す
。

討
論
、
表
決
を
行
い
、
い
ず
れ
も

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
角
田
市
議
会
委
員
会

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
及
び

意
見
書
（
３
件
）
の
議
員
提
出
議

案
の
説
明
が
あ
り
、
表
決
の
結
果
、

い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
し

ま
し
た
。

　
最
後
に
、
平
成
27
年
度
角
田
市

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

が
日
程
に
追
加
さ
れ
、
提
案
理
由

の
説
明
、
質
疑
、
討
論
、
表
決
を

行
い
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま

し
た
。

　
審
議
さ
れ
た
議
案
の
審
議
結
果

は
、
４
ペ
ー
ジ
表
１
の
と
お
り
で
、

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

伴
い
、
教
育
行
政
の
責
任
体
制
を

明
確
化
す
る
た
め
に
置
か
れ
る
、

教
育
委
員
長
と
教
育
長
を
一
本
化

し
た
新
た
な
「
教
育
長
」
を
常
勤

の
特
別
職
と
し
、
勤
務
時
間
中
の

職
務
専
念
義
務
が
課
せ
ら
れ
る
こ

と
か
ら
勤
務
時
間
等
に
つ
い
て
特

定
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
制
定
す

る
も
の
で
す
。

○
施
行
期
日　
平
成
27
年
４
月
１
日

▼
角
田
市
子
ど
も
の
た
め
の
教

育
・
保
育
に
関
す
る
利
用
者
負
担

額
を
定
め
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
が
平

成
24
年
８
月
22
日
に
公
布
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
特
定
教
育
・
保
育

施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業

の
利
用
者
負
担
額
に
つ
い
て
市
町

村
で
定
め
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め

制
定
す
る
も
の
で
す
。

○
施
行
期
日　
平
成
27
年
４
月
１
日

す
る
法
律
が
公
布
さ
れ
、
教
育
公

務
員
特
例
法
第
16
条
第
２
項
の
規

定
が
削
除
さ
れ
た
こ
と
か
ら
条
例

を
廃
止
す
る
も
の
で
す
。

○
施
行
期
日　
平
成
27
年
４
月
１
日

▼
角
田
市
文
化
会
館
建
設
基
金
条

例
の
廃
止
に
つ
い
て

　
芸
術
文
化
振
興
の
新
た
な
拠
点

施
設
と
し
て
平
成
27
年
４
月
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
す
る
角
田

市
市
民
セ
ン
タ
ー
の
整
備
事
業
に

係
る
起
債
の
償
還
財
源
と
し
て
、

角
田
市
文
化
会
館
建
設
基
金
を
廃

止
し
、
減
債
基
金
へ
積
立
て
る
た

め
、
条
例
を
廃
止
す
る
も
の
で
す
。

○
施
行
期
日　
平
成
27
年
４
月
15
日

教
育
委
員
会
制
度
改
革
に
関
す
る

陳
情

　
仙
台
市
青
葉
区
柏
木
一
丁
目
２
―
45

　
民
主
教
育
を
す
す
め
る
宮
城
の
会

代
表
者　
太　
田　
直　
道

▼
人
種
差
別
を
扇
動
す
る
ヘ
イ
ト

ス
ピ
ー
チ
を
禁
止
し
処
罰
す
る
法

律
の
制
定
を
求
め
る
陳
情

　
仙
台
市
青
葉
区
本
町
一
丁
目
５
―
34

　
在
日
本
大
韓
民
国
民
団
宮
城
県

　
地
方
本
部

団
長　
田　
炳　
樽
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議員数は17名。議長は表決に加わらないため、表決に参加した議員数は16名。（○…賛成、×…反対）
件　　　名

議決年月日 議決結果
会　　　派

市長提出議案 クラブ
みんしん 市民クラブ 政友会 日本共産党

角田市議団 無会派
人
事
案
件

東根財産区管理委員の選任について 2月19日 同　意 ○ ○ ○ ○ ○
人権擁護委員の候補者の推薦について 2月19日 適　任 ○ ○ ○ ○ ○

平  

成  

26  

年  

度

角田市一般会計補正予算（第８号）
角田市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号） 3月3日

可　決
（賛成14

反対2）
○ ○ ○ × ○

角田市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
角田市介護保険特別会計補正予算（第４号）
角田市公共下水道事業特別会計補正予算（第４号）
角田市農業集落排水事業特別会計補正予算（第４号）

3月3日 可　決 ○ ○ ○ ○ ○

角田市一般会計補正予算（第９号）
角田市介護保険特別会計補正予算（第５号） 3月16日 可　決 ○ ○ ○ ○ ○

平  

成  

27  

年  

度

角田市一般会計予算
角田市国民健康保険事業特別会計予算
角田市後期高齢者医療特別会計予算
角田市介護保険特別会計予算
角田市水道事業会計予算

3月16日
可　決

（賛成14
反対2）

○ ○ ○ × ○

角田市公共下水道事業特別会計予算
角田市農業集落排水事業特別会計予算
角田市東根財産区特別会計予算

3月16日 可　決 ○ ○ ○ ○ ○

角田市一般会計補正予算（第１号） 3月16日 可　決 ○ ○ ○ ○ ○

条
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
例

角田市行政手続条例の一部改正について
情報公開条例及び個人情報保護条例の一部改正について
特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正について
手数料条例の一部改正について
角田市放課後児童クラブの設置及び管理に関する条例の一部改正について
角田市母子・父子家庭医療費の助成に関する条例の一部改正について
角田市国民健康保険条例の一部改正について
角田市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に係る基準等に関する条例
の一部改正について
角田市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密
着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に係る基準等に関す
る条例の一部改正について
角田市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護
予防のための効果的な支援の方法に係る基準等に関する条例の一部改正について

3月3日 可　決 ○ ○ ○ ○ ○

角田市保育所設置条例の一部改正について 3月3日
可　決

（賛成14
反対2）

○ ○ ○ × ○

角田市文化会館建設基金条例の廃止について
角田市子どものための教育・保育に関する利用者負担額を定める条例の制定について
角田市保育の実施に関する条例の一部改正について
介護保険条例の一部改正について
市立幼稚園授業料徴収条例の一部改正について

3月16日
可　決

（賛成14
反対2）

○ ○ ○ × ○

教育長の給与、勤務時間等に関する条例の廃止について
教育長の勤務時間、休暇等及び職務に専念する義務の特例に関する条例の制定について
特別職の職員の給与並びに旅費及び費用弁償に関する条例等の一部改正について
特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正について

3月16日 可　決 ○ ○ ○ ○ ○

その他 角田市道路線の認定について 3月3日 可　決 ○ ○ ○ ○ ○

議員提出議案 議決年月日 議決結果 クラブ
みんしん 市民クラブ 政友会 日本共産党

角田市議団 無会派

条例 角田市議会委員会条例の一部改正について 3月16日 可　決 ○ ○ ○ ○ ○

意 

見 

書

後期高齢者の保険料軽減特例措置に関する意見書の提出について
米価下落等に関する意見書の提出について
ヘイトスピーチを含む人種及び社会的マイノリティーへの差別を禁止する法整備を求める
意見書の提出について

3月16日 可　決 ○ ○ ○ ○ ○

第375回定例会審議結果一覧
表１

≪各会派の構成メンバー≫
●クラブみんしん（谷津睦夫、今野林一郎、細川健也、伊藤善昭、柄目孝治）　●市民クラブ（本田敏昭、小島正、湯村勇）
●政友会（渡邊誠、齋藤正一郎、小湊毅）　●日本共産党角田市議団（日下七郎、八島定雄）
●無会派（会派に属さない議員）馬場道晴、相澤邦戸、高橋力雄副議長、佐藤正友議長

　
２
月
27
日
に
設
置
さ
れ
た

予
算
審
査
特
別
委
員
会
は
、

３
月
11
日
ま
で
の
13
日
間
に

わ
た
り
平
成
27
年
度
角
田
市

一
般
会
計
、
各
種
特
別
会
計

及
び
水
道
事
業
会
計
予
算
の

審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
特
別
委
員
会
初
日
は
、
正

副
委
員
長
の
互
選
を
行
い
ま

し
た
。

　
３
月
３
日
は
一
般
会
計
の

趣
旨
説
明
と
質
疑
が
行
わ
れ
、

４
日
に
は
各
種
特
別
会
計
及

び
水
道
事
業
会
計
の
趣
旨
説
明
、

質
疑
を
行
っ
た
後
、
委
員
会
に
総

務
財
政
分
科
会
、
教
育
厚
生
分
科

会
及
び
産
業
建
設
分
科
会
を
設
置

し
、
各
分
科
会
に
お
い
て
５
日
と

６
日
に
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
11
日
に
、
各
分
科
会
会
長
か
ら

審
査
経
過
の
報
告
が
あ
り
、
表
決

の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

　

各
種
会
計
歳
入
歳
出
予
算
は
、

表
２
の
と
お
り
で
す
。

予算審査特別委員会審査から

会　計　区　分
平成27年度 平成26年度 比　　　較

金  　額 金  　額 金　  額 増減率

一　般　会　計 13,876,482 14,757,000 ▲ 880,518 ▲ 6.0

特　
　
別　
　
会　
　
計

国民健康保険事業 4,038,368 3,654,757 383,611 10.5

後期高齢者医療 340,606 339,642 964 0.3

介 護 保 険 3,060,005 2,928,033 131,972 4.5

公共下水道事業 1,639,676 1,472,889 166,787 11.3

農業集落排水事業 110,177 111,329 ▲ 1,152 ▲ 1.0

東 根 財 産 区 633 608 25 4.1

計 9,189,465 8,507,258 682,207 8.0

企 

業 

会 

計

水道
事業

収益的支出 1,060,168 1,095,990 ▲ 35,822 ▲ 3.3

資本的支出 760,078 565,891 194,187 34.3

計 1,820,246 1,661,881 158,365 9.5

合　　　　　計 24,886,193 24,926,139 ▲ 39,946 ▲ 0.2

（単位：千円、％）平成27年度 各種会計予算総括表表２

138億7,648万2千円
（100％）

歳入
138億7,648万2千円
（100％）

歳出
地方譲与税
1億7,501万円 

1.3%

市税
32億7,491万8千円

23.6%

地方消費
税交付金

5億4,000万円 
3.9%

使用料及び手数料
2億738万8千円 1.5%

地方交付税
41億297万円 
29.6%

国庫支出金
12億6,974万7千円 9.1%

県支出金
8億5,939万2千円
　　　　6.2%

繰入金
12億1,741万6千円 
　　　　8.8%

諸収入
3億8,004万4千円 
　　　　2.7% 市債

14億7,010万円 
10.6%

その他
（寄附金、分担金及び負担金など）

3億7,949万7千円 2.7%

議会費
1億9,142万9千円 1.4%

総務費
21億5,031万8千円

15.5%

民生費
36億703万
8千円
26.0%

衛生費
14億3,929万5千円

10.4%農林業費 5億7,676万2千円 4.1%

商工費 3億3,869万9千円 2.4%

土木費
17億243万
1千円
12.3%

消防費
4億3,273万7千円

3.1%

教育費
22億4,303万
6千円
16.2%

公債費
11億3,540万
   6千円
      8.2%

その他
（労働費、予備費など）
5,933万1千円 0.4％

自主財源

歳入財源内訳 性質別歳出内訳

53億7,256万3千円38.7％

依存財源
85億391万9千円61.3％

人件費　24億4,477万7千円 17.6％

扶助費　14億9,687万円 10.8％
公債費　11億3,564万6千円 8.2％

普通建設事業費　22億4,544万1千円 16.2％

物件費　19億2,601万4千円 13.9％

補助費等　25億1,406万7千円 18.1％

繰出金　13億6,635万円 9.8％

その他
（積立金・投資及び出資金など）
7億4,731万7千円　5.4％

歳入財源内訳 性質別歳出内訳

一 般 会 計

45 かくだ市議会だよりかくだ市議会だより 182号 182号



小 湊 　 毅  議員

高蔵寺阿弥陀堂及び阿弥陀如来坐像の
修復事業に対する角田市の支援について

角
田
自
治
セ
ン
タ
ー
の

あ
り
方
に
つ
い
て

八 
島 
定 
雄  

議
員

県
の
補
助
が
７
～
８
割
、
残

り
が
地
元
負
担
と
な
る
見
込

み
と
の
こ
と
で
す
。

　
阿
弥
陀
堂
、
阿
弥
陀
如
来

坐
像
が
被
災
し
た
事
実
、
現

在
の
状
態
、
修
復
作
業
の
計

画
や
作
業
の
様
子
を
角
田
市

と
し
て
も
積
極
的
に
情
報
を

発
信
し
て
い
く
べ
き
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

市
長
▼
国
の
重
要
文
化
財
で

あ
る
高
蔵
寺
阿
弥
陀
堂
及
び

阿
弥
陀
如
来
坐
像
は
、
角
田

市
の
観
光
拠
点
の
中
心
と
し

て
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
お

り
、
平
成
の
大
改
修
と
い
う

記
録
保
存
の
観
点
か
ら
も
、

情
報
を
発
信
す
る
こ
と
は
重

要
な
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
計
画
が
具
体
化
し
た
段

階
、
阿
弥
陀
如
来
坐
像
が
修

理
の
た
め
に
お
堂
か
ら
お
出

に
な
る
際
に
は
、
所
有
者
の

同
意
を
得
な
が
ら
、
積
極
的

に
お
知
ら
せ
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員
▼
修
復
費
用
に
つ
い
て
、

市
の
財
政
支
援
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
ま
す
か
。

市
長
▼
国
・
県
補
助
金
を
差

し
引
い
た
残
り
の
1/2
以
内
、

年
の
限
度
額
が
５
０
０
万
円
、

3
年
間
の
修
復
で
あ
れ
ば
各

年
５
０
０
万
円
が
限
度
に
な

り
ま
す
。（
こ
れ
ま
で
は
年

限
度
額
１
０
０
万
円
。
平
成

27
年
2
月
13
日
要
綱
改
正
）

議
員
▼
修
復
の
た
め
の
委
員

会
か
ら
、
仕
事
の
一
部
を

担
っ
て
欲
し
い
と
要
請
が

あ
っ
た
場
合
に
は
、
引
き
受

け
る
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。

市
長
▼
宗
教
法
人
が
所
有
者

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
特
別
法

の
位
置
づ
け
で
あ
る
文
化
財

保
護
法
に
基
づ
く
支
援
以
外

は
問
題
が
あ
る
と
考
え
て
お

り
、
慎
重
に
し
な
く
て
は
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
市
以

外
の
団
体
が
認
め
て
頂
け
れ

ば
問
題
は
な
い
だ
ろ
う
と
思

い
ま
す
の
で
、
各
種
団
体
と

相
談
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
や

れ
る
こ
と
は
や
ら
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

議
員
▼
ふ
る
さ
と
納
税
は
、

使
用
目
的
を
指
定
で
き
ま
す
。

「
高
蔵
寺
阿
弥
陀
堂
及
び
阿

弥
陀
如
来
坐
像
の
修
復
事
業

及
び
高
蔵
寺
周
辺
整
備
」
を

加
え
て
い
た
だ
き
た
い
の
で

す
が
い
か
が
で
す
か
。

市
長
▼
法
律
上
抵
触
す
る
か

調
査
し
、
問
題
が
な
け
れ
ば

対
応
し
て
、
寄
附
を
募
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

議
員
▼
情
報
を
発
信
し
、
興

味
を
持
っ
て
い
た
だ
く
、
寄

附
な
ど
で
ご
負
担
い
た
だ
く

こ
と
で
遠
く
の
方
も
参
加
で

き
、
つ
な
が
り
も
持
て
ま
す
。

こ
の
興
味
や
つ
な
が
り
が
来

訪
者
を
招
き
、
角
田
市
の
他

の
観
光
地
や
お
店
に
も
足
を

運
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
に
つ

な
が
る
と
考
え
ま
す
が
い
か

が
で
す
か
。

市
長
▼
情
報
発
信
は
と
て
も

大
事
な
こ
と
で
あ
り
、
修
復

事
業
の
情
報
を
発
信
す
る
こ

と
で
、
改
め
て
角
田
市
へ
の

関
心
を
お
持
ち
に
な
る
方
、

角
田
市
へ
足
を
運
ん
で
下
さ

る
方
の
増
加
に
つ
な
が
る
と

期
待
し
て
い
ま
す
の
で
、
で

き
る
だ
け
多
く
の
情
報
を
発

信
し
て
い
き
ま
す
。

【
小
湊
議
員
そ
の
他
の
質
問
】

○
国
道
１
１
３
号
高
倉
字
呉

服
屋
付
近
の
道
路
整
備
に

つ
い
て

議
員
▼
３
・
11
東
日
本
大
震

災
に
よ
り
、
高
蔵
寺
の
阿
弥

陀
堂
、
阿
弥
陀
如
来
坐
像
も

被
災
し
ま
し
た
。
阿
弥
陀
堂

は
壁
に
隙
間
が
で
き
る
等
、

阿
弥
陀
如
来
坐
像
は
本
体
が

傾
き
、
台
座
の
レ
ン
ゲ
が
落

ち
か
け
る
等
し
て
い
ま
す
。

と
も
に
修
復
が
必
要
で
、
今

後
、
修
復
の
た
め
の
委
員
会

を
地
元
の
方
々
で
立
ち
上
げ
、

修
復
作
業
を
進
め
て
い
く
計

画
と
伺
っ
て
い
ま
す
。
修
復

費
用
は
、
約
１
億
円
。
国
・

議
員
▼
私
は
、「
角
田
自
治

セ
ン
タ
ー
は
施
設
を
解
体
し

て
駐
車
場
の
敷
地
に
す
る
の

で
は
な
く
、
耐
震
改
修
工
事

の
実
施
設
計
を
し
、
生
涯
学

習
の
施
設
（
公
民
館
）
と
し

て
継
続
使
用
し
て
い
く
こ

と
」
を
強
く
求
め
て
い
ま

す
。
利
用
者
・
市
民
の
声
を

十
分
に
聞
い
て
、
そ
の
市
民

の
要
望
に
応
え
る
こ
と
が
大

切
だ
と
考
え
ま
す
が
、
市
長

及
び
教
育
長
の
見
解
を
伺
い

ま
す
。

市
長
▼
角
田
自
治
セ
ン
タ
ー

を
解
体
し
た
ら
、
ど
こ
を
代

替
施
設
に
し
て
い
く
の
か
と

の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
皆
さ

ん
か
ら
案
が
あ
り
ま
し
た
ら

出
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
案

を
議
論
し
、
進
め
て
い
く
の

も
良
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
「
街
な
か
に
、
学
校
以
外

の
体
育
施
設
が
な
く
な
る
こ

と
が
問
題
だ
。」
と
い
う
ご

意
見
も
聞
い
て
い
ま
す
。

　

事
業
費
は
か
か
り
ま
す

が
、
代
替
施
設
を
建
築
す
る

こ
と
を
検
討
す
る
こ
と
も
良

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
現
実
的
に
全
て

を
網
羅
し
た
も
の
は
で
き
ま

せ
ん
し
、
内
容
に
よ
り
け
り

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
、
様
々
な
角
度
か
ら
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま

す
。

教
育
長
▼
市
民
セ
ン
タ
ー
に

角
田
自
治
セ
ン
タ
ー
を
移
転

し
た
と
し
て
も
、
機
能
と
し

て
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
各

種
公
民
館
事
業
を
行
う
こ
と

が
で
き
、
公
民
館
と
し
て
の

貸
し
館
機
能
も
一
定
程
度
果

た
せ
る
状
況
に
あ
り
ま
す
の

で
、
社
会
教
育
法
上
の
公
民

館
の
設
置
目
的
を
十
分
達
成

で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
市
の
方
針
に
基
づ
き
つ
つ

も
、
皆
様
方
の
お
声
に
十
分

耳
を
傾
け
、
修
正
を
加
え
な

が
ら
、
よ
り
よ
い
形
を
目
指

し
て
進
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

女
川
原
発
重
大
事
故
へ

の
対
応
に
つ
い
て

議
員
▼
角
田
市
は
女
川
原
発

か
ら
直
線
距
離
で
約
80
～
90

㎞
で
、
海
を
隔
て
て
い
る
も

の
の
、
何
の
障
害
物
も
あ
り

ま
せ
ん
。
事
故
当
時
と
そ
の

後
の
天
候
、風
向
き
、風
速
、

大
気
の
安
定
度
、
そ
の
他
の

気
象
条
件
に
よ
っ
て
は
、
角

田
市
も
大
き
な
汚
染
地
域
に

な
る
恐
れ
が
あ
り
、
避
難
者

の
受
け
入
れ
で
は
な
く
、
角

田
市
民
自
身
が
避
難
せ
ざ
る

を
得
な
い
状
況
が
発
生
す
る

こ
と
も
予
想
さ
れ
ま
す
。
市

長
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

市
長
▼
福
島
第
一
原
発
事
故

に
よ
っ
て
、
発
電
所
か
ら
30

㎞
を
超
え
た
地
域
で
も
避
難

指
示
が
出
さ
れ
た
こ
と
な
ど

か
ら
、
八
島
議
員
が
ご
心
配

を
さ
れ
て
い
る
、
角
田
市
民

自
身
が
避
難
せ
ざ
る
を
得
な

い
状
況
が
発
生
す
る
可
能
性

は
、
全
く
な
い
と
は
言
え
な

い
状
況
で
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
国
の
指

針
が
検
討
さ
れ
て
い
る
段
階

で
あ
り
ま
す
の
で
、
国
か
ら

の
指
針
が
示
さ
れ
た
な
ら

ば
、
あ
る
い
は
県
の
地
域
防

災
計
画
の
見
直
し
が
な
さ
れ

た
場
合
は
、
そ
の
段
階
で
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

一 般 質 問５人の議員が市政を問う

馬 

場 

道 

晴  

議
員

角
田
市
総
合
体
育
館
ア
リ
ー
ナ

音
響
設
備
に
つ
い
て

日 下 七 郎  議員

角田市役所の幹部職員の
パワーハラスメントについて

議
員
▼
角
田
市
総
合
体
育
館

で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
等

で
す
ご
く
感
じ
る
こ
と
は
、

マ
イ
ク
を
通
し
て
話
す
声
や

音
楽
が
大
変
聞
き
づ
ら
い
と

い
う
こ
と
で
す
。
地
区
の
球

技
大
会
で
は
、
進
行
の
方
が

何
を
話
し
て
い
る
の
か
わ
か

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、

角
田
市
子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
で
も
、
参
加
協
力
を
頂

い
て
い
る
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
が

音
楽
に
合
わ
せ
て
踊
れ
な

か
っ
た
り
、
進
行
や
注
意
事

項
、
落
と
し
物
な
ど
の
ア
ナ

ウ
ン
ス
が
参
加
者
に
は
届
か

な
い
な
ど
運
営
上
支
障
を
き

た
し
て
お
り
、
利
用
者
か
ら

苦
情
が
出
て
い
ま
す
。

　
こ
の
件
は
、
所
管
の
教
育

厚
生
常
任
委
員
会
か
ら
何
回

も
要
望
し
て
い
ま
す
が
、
一

向
に
改
善
の
兆
し
が
あ
り
ま

せ
ん
。

　
今
年
の
２
月
に
開
催
し
た

角
田
市
子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
で
は
、
こ
の
問
題
を
解

消
す
る
た
め
、
音
響
設
備
を

藤
尾
自
治
セ
ン
タ
ー
か
ら
借

り
て
行
い
、
何
の
問
題
も
な

く
ス
ム
ー
ズ
に
終
了
で
き
ま

し
た
。

　
阿
武
隈
リ
バ
ー
サ
イ
ド
マ

ラ
ソ
ン
大
会
な
ど
大
き
な
大

会
も
開
催
し
、
市
内
外
か
ら

多
く
の
方
が
利
用
す
る
施
設

が
、
ほ
か
の
施
設
か
ら
音
響

設
備
を
借
り
る
と
い
う
状
況

で
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
早

急
に
改
善
す
べ
き
と
思
い
ま

す
が
い
か
が
で
す
か
。

市
長
▼
角
田
市
総
合
体
育
館

の
音
響
に
つ
い
て
、
大
変
聞

き
づ
ら
い
と
い
う
御
指
摘
を

以
前
か
ら
い
た
だ
い
て
お

り
、
利
用
者
の
皆
様
に
大
変

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
ま

す
。
不
具
合
を
検
証
し
た
結

果
、
ス
テ
ー
ジ
か
ら
メ
イ
ン

ス
ピ
ー
カ
ー
で
音
を
出
す
場

合
、
必
ず
北
側
の
壁
に
反
響

す
る
こ
と
が
分
か
り
、
構
造

上
の
難
し
い
問
題
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
も
専
門
業
者
の
協

力
を
得
て
、
メ
イ
ン
ス
ピ
ー

カ
ー
を
、
音
楽
に
も
対
応
で

き
る
出
力
の
大
き
い
現
在
の

も
の
か
ら
、
出
力
の
小
さ
い

講
演
用
に
変
更
し
、
ア
リ
ー

ナ
の
サ
イ
ド
に
サ
ブ
ス
ピ
ー

カ
ー
を
４
台
取
り
つ
け
て
の

音
響
実
験
も
行
い
ま
し
た

が
、
現
在
よ
り
聞
き
や
す
く

な
っ
た
も
の
の
、
依
然
と
し

て
反
響
音
が
残
る
結
果
と
な

に
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
ま
す
。

　
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と

は
「
同
じ
職
場
で
働
く
も
の

に
対
し
て
、
職
務
上
の
地
位

や
人
間
関
係
な
ど
の
職
場
内

の
優
位
性
を
背
景
に
、
業
務

の
適
正
な
範
囲
を
超
え
て
精

神
的
・
身
体
的
に
苦
痛
を
与

え
る
行
為
」
と
定
義
さ
れ
、

ま
た
、
そ
の
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
の
類
型
例
の
１
つ
に

は
、
身
体
的
な
攻
撃
と
な
る

暴
行
、
障
害
、
２
つ
に
は
精

神
的
な
攻
撃
と
な
る
脅
迫
、

名
誉
毀
損
、
侮
辱
、
ひ
ど
い

暴
言
な
ど
の
ほ
か
、
合
わ
せ

て
６
つ
の
類
型
を
示
し
て
い

ま
す
。

　

さ
て
、
幹
部
職
員
の
パ

ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
事
実

が
あ
る
の
か
と
の
質
問
で
あ

り
ま
す
が
、
上
司
と
の
関
係

に
係
る
悩
み
は
ど
の
職
場
に

お
い
て
も
あ
る
と
認
識
し
て

お
り
ま
す
。

　
し
か
し
、無
記
名
で「
日
々

お
び
え
て
仕
事
を
し
て
い

る
」
と
い
う
内
容
の
も
の
が

封
書
と
し
て
届
い
た
も
の
で
、

こ
の
事
実
を
無
視
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
し
、
い
わ
ゆ

る
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を

含
め
た
、
そ
の
よ
う
な
類
の

事
象
の
有
無
を
確
認
す
る
必

要
は
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
た
だ
、
こ
の
よ
う
な
も
の

の
確
認
作
業
は
、
間
違
っ
た

や
り
方
を
い
た
し
ま
す
と
組

織
内
の
人
間
関
係
上
、
疑
心

暗
鬼
に
な
り
、
職
場
と
し
て

の
生
産
性
を
失
墜
さ
せ
る
か

も
し
れ
な
い
大
き
な
憂
い
を

議
員
▼
私
に
、「
角
田
市
役

所
の
幹
部
職
員
の
パ
ワ
ー

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
よ
っ
て
、

日
々
お
び
え
て
仕
事
を
し
て

い
る
」
と
の
無
記
名
の
封
書

が
２
月
21
日
に
配
達
さ
れ
ま

し
た
。

　
そ
こ
で
、
市
長
に
幹
部
職

員
の
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

の
事
実
が
あ
る
の
か
ど
う
か

伺
い
ま
す
。

市
長
▼
ま
ず
、
パ
ワ
ー
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
と
は
何
か
を
明
確

伴
う
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
確
認
作
業
が
無
記

名
で
の
封
書
で
あ
る
が
ゆ
え

に
、
投
函
者
の
心
中
に
も
十

分
な
配
慮
が
必
要
で
る
と
考

え
ま
す
の
で
、
実
施
の
是
非
、

内
容
、
方
法
及
び
時
期
を
慎

重
に
検
討
し
、
万
全
を
尽
く

し
、
か
つ
で
き
る
だ
け
早
期

に
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
大

事
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
し
た
が
い
ま
し
て
、
担
当

部
署
を
含
め
、
現
在
、
確
認

作
業
の
内
容
、
方
法
及
び
実

施
時
期
を
検
討
し
て
い
る
段

階
で
す
。

　
加
え
ま
し
て
、
職
員
の
パ

ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
含
め

た
問
題
に
対
し
、
未
然
に
防

止
す
る
た
め
の
制
度
が
必
要

で
あ
ろ
う
と
考
え
ま
す
。
良

好
な
職
場
環
境
を
保
持
し
、

公
務
能
率
の
低
下
を
防
止
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
の
防
止
及
び
排

除
の
た
め
の
措
置
並
び
に
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
に
起
因
す
る
問

題
が
生
じ
た
場
合
に
適
切
に

対
応
す
る
た
め
の
措
置
等
に

関
し
、
実
態
を
捕
捉
し
な
が

ら
、
防
止
策
に
つ
な
が
る
庁

内
ル
ー
ル
に
つ
い
て
も
、
こ

れ
も
ま
た
早
期
に
実
現
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
御
理
解
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

【
日
下
議
員
そ
の
他
の
質
問
】

○
み
や
ぎ
県
南
中
核
病
院
腫

瘍
セ
ン
タ
ー
の
建
設
費
の

負
担
割
合
に
つ
い
て

○
水
道
事
業
に
つ
い
て

○
国
民
健
康
保
険
税
の
引
き

下
げ
に
つ
い
て

▲『角田市子どもフェスティバル』の様子

り
ま
し
た
。
ま
た
、
現
在
の

設
備
は
、
メ
イ
ン
ス
ピ
ー

カ
ー
の
ほ
か
、
天
井
に
サ
ブ

ス
ピ
ー
カ
ー
が
あ
り
、
そ
れ

を
使
い
分
け
る
こ
と
に
よ
り

対
応
で
き
な
い
か
の
状
況
確

認
を
し
ま
し
た
が
、
イ
ベ
ン

ト
等
利
用
の
状
況
変
化
に
よ

り
音
が
聞
き
取
り
に
く
い
場

合
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
に
い
ろ
い
ろ
実
験
を
し
て

き
て
お
り
ま
す
が
、
ま
だ
問

題
解
決
に
至
っ
て
い
な
い
状

況
で
す
。
こ
の
よ
う
な
実
験

や
検
証
を
重
ね
つ
つ
、
現
実

的
な
観
点
に
立
っ
て
、
改
善

で
き
る
方
法
を
検
討
し
て
い

ま
す
の
で
、
い
ま
少
し
お
時

間
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
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相 

澤 

邦 

戸  

議
員

角
田
自
治
セ
ン
タ
ー
の

機
能
実
施
に
つ
い
て

議
員
▼
今
後
、
角
田
自
治
セ

ン
タ
ー
は
、
市
民
セ
ン
タ
ー

の
駐
車
場
の
一
部
と
し
て
こ

の
場
所
を
使
用
す
る
予
定
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
角
田
地

区
の
公
民
館
機
能
は
、
ど
の

よ
う
に
確
保
し
て
く
べ
き
か

を
区
長
や
利
用
者
と
話
し
合

わ
れ
た
の
で
す
か
。
ま
た
、

そ
の
内
容
は
ど
ん
な
も
の
で

あ
っ
た
の
か
伺
い
ま
す
。

市
長
▼
役
所
内
で
素
案
を
作

成
し
て
い
ま
す
が
、
区
長
や

利
用
者
と
の
具
体
的
な
話
し

合
い
は
こ
れ
か
ら
で
す
。
関

係
者
の
皆
様
の
ご
意
見
を
最

大
限
に
尊
重
し
、
多
く
の
皆

様
が
納
得
で
き
る
計
画
を
示

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員
▼
社
会
教
育
法
第
３
条

第
１
項
で
も
「
市
は
、
公
民

館
等
を
設
置
し
、
文
化
的
教

養
を
高
め
得
る
よ
う
な
環
境

を
醸
成
す
る
よ
う
努
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
あ
り
ま

す
。
震
災
前
か
ら
角
田
自
治

セ
ン
タ
ー
を
年
間
５
～
６
千

人
が
利
用
し
て
い
る
こ
の
状

況
を
鑑
み
、
今
の
角
田
自
治

セ
ン
タ
ー
と
同
程
度
の
広
さ

は
確
保
し
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
が
、
い
か
が
で
す
か
。

市
長
▼
公
民
館
機
能
を
発
揮

し
て
、
市
民
の
文
化
的
教
養

を
高
め
る
よ
う
な
環
境
を
醸

成
す
る
こ
と
は
、
非
常
に
大

切
な
こ
と
で
あ
る
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
市
民
セ
ン
タ
ー

の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
室
な
ど
専

用
に
使
え
る
部
屋
を
用
意
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
軽
運
動

場
に
つ
い
て
は
、
何
ら
か
の

対
応
を
考
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
が
、
新
し
い
市
民
セ
ン

タ
ー
の
利
用
状
況
や
使
い
勝

手
、
駐
車
場
の
利
用
状
況
や

利
用
者
の
意
見
な
ど
を
聞
き

な
が
ら
、
計
画
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

賑
わ
い
の
交
流
拠
点
施
設

整
備
基
本
計
画
に
つ
い
て

議
員
▼
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
に

「
人
が
集
ま
り
、
人
・
モ
ノ
・

情
報
の
交
流
が
進
み
、
経
済

の
活
性
化
を
も
た
ら
す
地
域

づ
く
り
…
」と
あ
り
ま
す
が
、

計
画
実
現
に
向
け
て
市
民
の

力
の
必
要
性
が
今
ひ
と
つ
見

え
ま
せ
ん
。
加
工
品
・
工
芸

品
生
産
者
へ
の
打
診
、
株
式

会
社
方
式
に
よ
る
管
理
運
営

を
提
案
し
て
い
ま
す
が
、
そ

の
予
定
出
資
団
体
等
に
は
打

診
を
し
て
い
ま
す
か
。
早
い

段
階
で
市
民
の
皆
さ
ん
に
よ

り
多
く
の
情
報
を
提
供
し
て

ほ
し
い
と
い
う
観
点
か
ら
伺

い
ま
す
。

市
長
▼
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、

ヒ
ア
リ
ン
グ
で
の
意
見
聴
取

を
し
、
ま
た
、
数
種
の
団
体

に
説
明
を
行
っ
て
き
ま
し
た

が
、
具
体
的
に
は
、
こ
れ
か

ら
も
っ
と
詰
め
て
話
し
合
い

を
持
っ
て
い
き
ま
す
。

議
員
▼
６
次
産
業
を
ど
の
よ

う
に
推
進
し
て
い
く
の
か
伺

い
ま
す
。

市
長
▼
新
た
な
加
工
品
生
産

の
拠
点
、
新
た
な
販
売
チ
ャ

ン
ネ
ル
、
農
業
生
産
者
に
よ

る
加
工
施
設
へ
の
ス
タ
ッ
フ

等
の
参
画
を
考
え
て
い
ま

す
。

議
員
▼
各
施
設
の
説
明
の
中

に
「
古
民
家
調
」
と
い
う
文

言
が
あ
り
ま
す
が
、
ど
の
よ

う
な
イ
メ
ー
ジ
か
伺
い
ま

す
。

市
長
▼
角
田
の
田
園
風
景
に

マ
ッ
チ
す
る
よ
う
な
施
設
デ

ザ
イ
ン
が
良
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
コ
ン
パ
ク
ト
な
施
設
で
あ

り
な
が
ら
も
、
お
客
さ
ん

が
た
く
さ
ん
集
ま
る
よ
う
、

し
っ
か
り
機
能
す
る
施
設
と

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

説
明
で
き
る
機
会
を
設
け
、

ご
理
解
を
い
た
だ
き
な
が
ら

進
め
て
い
き
ま
す
。

一 般 質 問

　角田市議会では、市民の皆様に日頃の議会活動を身近に感じていただくため、１月17日から24日まで、
市内15会場に出向き開催しました。（表３参照）
　はじめに「第８回議会報告会の意見・要望に対する検討結果について」の報告を行い、その後、報告に
対する質疑応答や地域の課題について意見交換をしました。

第９回議会報告会開催状況表３

開　催　日　時 会　　　場 対　象　地　区
参加者数（人）

男性 女性 合計

１月17日（土）午前10時 野田生活センター 角田地区（野田） 8 1 9

１月17日（土）午後１時30分 立 町 区 公 会 堂 角田地区（西南町、東南町、立町、
中島、北町、谷地町） 7 0 7

１月18日（日）午前10時 藤尾自治センター 藤尾地区 15 6 21

１月18日（日）午後１時30分 東根自治センター 東根地区 21 4 25

１月19日（月）午後７時 桜自治センター 桜地区 20 3 23

１月19日（月）午後７時 西根自治センター 西根地区 15 7 22

１月20日（火）午後７時 枝野自治センター 枝野地区 24 5 29

１月21日（水）午後７時 北郷自治センター 北郷地区 13 3 16

１月21日（水）午後７時 横倉自治センター 横倉地区 11 0 11

１月22日（木）午後７時 東 田 町 公 民 館 角田地区（西田町、東田町、横田町） 11 0 11

１月22日（木）午後７時 新丁三区区民会館 角田地区（新丁、新丁東、新丁西、
寺前） 12 0 12

１月23日（金）午後７時 中島下区民会館 角田地区（新中島南、新中島北、
中島下、高畑南） 23 0 23

１月24日（土）午後１時30分 豊 室 公 民 館 角田地区（老ヶ崎、豊室、古豊室） 9 5 14

１月24日（土）午後１時30分 小田自治センター 小田地区 13 0 13

１月24日（土）午後７時 街なか交流サロン
「 ひ だ ま り 」

角田地区（東町、本町、東仲町、
西仲町、天神町） 8 0 8

合　　　　　　　　　　　　計 210 34 244

～市民に開かれた議会を目指して～

第９回議会報告会に244人

　角田市議会では、毎年多くの自治体議会議員の皆様に、行政視察でお越しいただいています。
今年度は、表４のとおり 5つの自治体議会の行政視察がありました。
　視察の内容は、定住促進、地域交通、議会報告会等で、本市の先進的で特色のある取り組みが認められている
ものです。視察の受け入れは、情報交換の場でもあり、観光振興等にもつながるもので、今後も積極的に視察を
受け入れ、全国に本市のまちづくりを情報発信していきます。

表４

№ 月　　日 視察自治体名 視　　察　　内　　容

１ ５月２１日
福岡県大宰府市議会
議会運営委員会

・議会報告会と自由討議について

２ ７月　４日
兵庫県洲本市議会
会派

・定住促進、角田・いらっしゃいプランについて

３ ８月２１日
愛媛県東温市議会
総務産業建設常任委員会

・デマンド型乗り合いタクシーラビットくんにつ
いて
・福島原発事故が与えた産業や交流人口への影響
や風評被害等の実態について

４ ８月２５日
福島県小野町議会
公共施設建設等調査検討特別委員会

・角田市総合保健福祉センターについて

５ １１月　６日
熊本県菊池市議会
総務文教常任委員会

・定住促進、角田・いらっしゃいプランについて

平成26年度行政視察の受け入れ状況
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議会に対して

Ｑ　市民センターや道の駅等の建設計画があるが、角田市は財政再建団体に陥らないのか。また、
議会としてチェック機能はどうなっているのか。

Ａ　市民センター、道の駅、学校給食センターの建設等には一定の国の補助等は付いてはいるものの、
市の支出については増加傾向にあります。また、仙南地域広域行政事務組合による新ごみ処理施
設（仮称）仙南クリーンセンターの建設に伴い、建設費や維持・運営費の市負担等が追加される
現状であります。

　　財政状況についてですが、財政調整基金の平成25年度末現在高は約21億円でしたが、このまま
長期総合計画に基づく事業計画を実施していくと、財政調整基金の平成29年度末現在高は約５億
円を切るシミュレーションになっています。

　　道の駅については、近いうちに議会に説明されるものと考えており、市民の皆様の負託にこた
えるとともに不安を持たれないよう、議会として議決責任を果たしていきたいと思います。

教育厚生常任委員会所管

Ｑ　新ごみ処理施設の（仮称）仙南クリーンセンターの建設が始まったようですが、環境への影響
等は大丈夫なのですか。

Ａ　（仮称）仙南クリーンセンターは、毛萱地区に仙南２市７町で構成する仙南地域広域行政事務組
合で建設することとなり、機種も決定しています。

　　毛萱地区で、平成23年度～平成24年度に生活環境影響調査を実施しています。また地元対策と
して約６億円を投入して、周辺道路の整備や公民館の建築などを行っています。

　　公害防止対策としては、焼却炉に設置した計器で「ばいじん」、「硫黄酸化物」、「窒素酸化物」、「塩
化水素」を24時間常時監視するとともに、排ガス関連値を施設内に表示する予定となっています。

Ｑ　分別されていないごみが集積所にいつまでも残っているので困っています。
Ａ　ごみの分別をなかなか守らない方がいるのは事実ですが、分別されていないごみを収集すれば、
分別しないで出す人がさらに増えていく恐れがあり大変難しい問題です。

　　市でも様々な方法で分別の仕方をお知らせしていますし、行政区等でごみの分別の勉強会を希
望された場合は、市職員による「ごみの分別出前講座」も行っていますので、ご活用いただけれ
ばと思います。

総務財政常任委員会所管

Ｑ　デマンド型乗り合いタクシーをみやぎ県南中核病院まで運行してほしいのですが…
Ａ　デマンド型乗り合いタクシーは、市内商店街の活性化を目的として運行が始まりました。デマ
ンド型運行補助金として、角田市の商工会に対し、平成25年度決算額で約1,900万円の補助・委
託をしており、年間約3万人で1日当たり120人位の利用状況となっております。

　　中核病院への利用予測は一日当たり18人であり、現状ではタクシーの利用で通院またはお見舞
い等に活用している事例は少ないと考えております。

　　角田市と大河原町の連携については、互いの運行システムの違いがあって非常に難しく、実現
には時間がかかるようです。

Ｑ　角田市内に312箇所の土砂災害危険箇所があるとのことですが、優先順位をつけて対処するべ
きなのではないですか。

Ａ　これは地域にお住まいの方々が土砂災害への備えや警戒避難に役立ててもらうため、宮城県が
土砂災害の恐れのある箇所を調査したものです。当該箇所は現在、土砂災害防止法に基づく土砂
災害警戒区域に指定するための基礎調査を宮城県が優先順位をつけて実施しています。

　　各自治センターに土砂災害危険箇所の地図等を配付しておりますので、閲覧ができるようになっ
ておりますし、今後、市では防災マップを作成し、全戸配布する予定となっていますので、ご確
認いただければと思います。

　　また、ご自分で身を守ることも大切です。ご自宅等周辺の地形を再確認するとともに、危険を
察知した際に近所の方と協力し、早めに避難することができるよう、日頃から備えていただきた
いと思います。

産業建設常任委員会所管

Ｑ　イノシシの被害対策はどうなっていますか。
Ａ　平成25年度は過去最高の896頭（一般狩猟分を含めると1,046頭）を捕獲しましたが、平成26
年度も昨年度並みの捕獲頭数となりそうです。

　　電気柵の設置は、農作物への被害軽減に一定程度の効果を果たしています。しかし、イノシシ
の絶対数を減らすには、箱ワナ等による捕獲対策が必要ですので、今後も継続して捕獲対策を積
極的に進めていくこととなっています。

Ｑ　除融雪対策について、ボランティアなどの協力を得られる体制づくりが必要ではないですか。
Ａ　除雪等のボランティアに対し、市で燃料代や消耗品費、賠償保険料等を負担することについて
検証しています。この検証を踏まえて制度化を検討していくことになっています。

　　平成26年度では、試験的に小型除雪機（歩道用）を借り上げて、自主的に除雪を行う２団体に
無料で貸し出しをしました。

　　平成27年度は、除雪等に対する具体的な体制について、地区振興協議会や区長会などと検討し
ていく予定になっています。

意見・要望の主なもの第９回議会報告会
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見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォントを
採用しています。

環境に優しい植物油インキを
使用しております。

印
刷
／
佐
藤
印
刷
株
式
会
社

民
館
・
新
丁
三
区
区
民
会

館
）

23
日　
議
会
報
告
会
（
中
島
下
区

民
会
館
）

24
日　
議
会
報
告
会
（
豊
室
公
民

館・小
田
自
治
セ
ン
タ
ー・

街
な
か
交
流
サ
ロ
ン
「
ひ

だ
ま
り
」）

26
日　
会
派
代
表
者
会
議

30
日　
宮
城
県
市
議
会
議
長
会
春

季
定
期
総
会
（
栗
原
市
）

　
　
　
宮
城
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
議
会
定
例
会

１
日　
か
く
だ
市
議
会
だ
よ
り

　
　
　
１
８
０
号
発
行

２
日　
会
派
代
表
者
会
議

３
日　
全
国
市
議
会
議
長
会
基
地

協
議
会
総
会
（
東
京
都
）

４
日　
全
員
協
議
会

５
日　
全
国
市
議
会
議
長
会
評
議

員
会
（
東
京
都
）

９
日　
議
員
研
修
会

12
日　
第
３
７
５
回
定
例
会
招
集

告
示

　
　
　
会
派
代
表
者
会
議

16
日　
会
派
代
表
者
会
議

　
　
　
議
員
協
議
会

　
　
　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
議
会
だ
よ
り
編
集
会
議

19
日　
本
会
議
（
第
１
日
）

　
　
　
会
派
代
表
者
会
議

　
　
　
正
副
委
員
長
会
議

23
日　
仙
南
地
域
広
域
行
政
事
務

組
合
議
会
定
例
会

　
　
　
議
会
運
営
委
員
会

24
日　
み
や
ぎ
県
南
中
核
病
院
企

業
団
議
会
定
例
会

27
日　
本
会
議
（
第
２
日
）

　
　
　

予
算
審
査
特
別
委
員
会

（
第
１
日
）

　
　
　
議
員
研
修
会

　
　
　
会
派
代
表
者
会
議

17
日　
議
会
報
告
会
（
野
田
生
活

セ
ン
タ
ー
・
立
町
区
公
会

堂
）

18
日　
議
会
報
告
会
（
藤
尾
自
治

セ
ン
タ
ー
・
東
根
自
治
セ

ン
タ
ー
）

19
日　
議
会
報
告
会
（
桜
自
治
セ

ン
タ
ー
・
西
根
自
治
セ
ン

タ
ー
）

20
日　
議
会
報
告
会
（
枝
野
自
治

セ
ン
タ
ー
）

21
日　
角
田
市
中
学
生
議
会

　
　
　
議
会
報
告
会
（
北
郷
自
治

セ
ン
タ
ー
・
横
倉
自
治
セ

ン
タ
ー
）

22
日　
議
会
報
告
会
（
東
田
町
公

議
会
日
誌

議
会
日
誌

編
集
後
記

　
第
３
７
５
回
定
例
会
（
２
月
定

例
会
）
は
２
月
19
日
に
招
集
さ
れ

３
月
16
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

　
２
月
定
例
会
は
新
年
度
の
予
算

を
決
め
る
重
要
な
会
議
で
あ
り
、

市
長
よ
り
提
出
さ
れ
た
予
算
案
は
、

予
算
審
査
特
別
委
員
会
に
お
い
て

慎
重
に
審
査
を
行
い
、
一
般
質
問

で
は
活
発
な
政
策
論
議
を
展
開
い

た
し
ま
し
た
。

　
さ
て
、
現
在
の
角
田
市
の
状
況

は
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
や

２
０
４
０
年
ま
で
に
消
滅
す
る
恐

れ
が
あ
る
と
い
う
「
消
滅
可
能
性

都
市
」
に
上
げ
ら
れ
る
な
ど
、
依

然
と
し
て
厳
し
い
状
況
が
続
い
て

お
り
、
大
き
な
課
題
が
山
積
し
て

お
り
ま
す
。

　
「
地
方
創
生
」
が
叫
ば
れ
る
中
、

こ
の
大
き
な
課
題
の
解
決
に
向
け
、

角
田
市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も

市
民
の
皆
様
が
安
心
し
て
暮
ら
し

て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
頑
張
っ
て

参
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
指

導
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
あ
げ
ま
す
。

議
会
だ
よ
り
編
集
会
議

１
月

２
月

１
日　
か
く
だ
市
議
会
だ
よ
り

　
　
　
１
８
１
号
発
行

２
日　
会
派
代
表
者
会
議

　
　
　
議
会
運
営
委
員
会

３
日　
本
会
議
（
第
３
日
）

　
　
　
予
算
審
査
特
別
委
員
会

　
　
　
（
第
２
日
）

４
日　
予
算
審
査
特
別
委
員
会

　
　
　
（
第
３
日
）

　
　
　
会
派
代
表
者
会
議

５
日　
予
算
審
査
特
別
委
員
会
総

務
財
政
分
科
会
・
産
業
建

設
分
科
会

６
日　
予
算
審
査
特
別
委
員
会
教

育
厚
生
分
科
会

９
日　
会
派
代
表
者
会
議

　
　
　
常
任
委
員
会（
総
務
財
政・

教
育
厚
生
）

11
日　
予
算
審
査
特
別
委
員
会

　
　
　
（
第
４
日
）

６月　１日（月）　招集告示、会派代表者会議
　　　４日（木）　議員協議会、議会運営委員会
　　　８日（月）　本会議（提案理由の説明）
　　　　　　　　会派代表者会議
　　１０日（水）　議会運営委員会
　　１６日（火）　常任委員会（請願審査）
　　１８日（木）　本会議（質疑・自由討議）
　　　　　　　　会派代表者会議
　　１９日（金）　常任委員会（議案審査）
　　２２日（月）　常任委員会（議案審査）
　　２３日（火）　議会運営委員会
　　２４日（水）　本会議（討論・表決・一般質問）
　　２５日（木）　本会議（一般質問）
　　　　　　　　議会運営委員会
　　２６日（金）　本会議

市議会６月定例会市議会６月定例会市議会６月定例会市議会６月定例会
日程（予定）のお知らせ

※請願及び陳情等の提出期限は、６月１日（月）までとなります。
※本会議の開会時刻は、午前10時です。
※太文字はライブ配信を行います。

　定例会は、年４回開催されます。皆さんの身近な問題が
審議されており、どのような方針で市政が進められていく
のか知ることができます。お気軽に足を運んでみませんか。
　また、インターネットを利用したパソコン、各地区自治
センターのテレビ及び市役所東庁舎１階の市民ホールのテ
レビでも議会中継がご覧になれます。

※日程は変更される場
　合がありますので、
　傍聴を希望される
　場合は、議会事務局
　（☎63−2124）にお
　問い合わせください。

を しませんか。議会 傍聴

傍 聴 者 数	 12人
インターネットライブ中継視聴者数	 120人

第375回（平成27年２月）定例会

　
　
　
会
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代
表
者
会
議
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日　
本
会
議
（
第
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